
美しいということ

（美）について

(20250308)
美しいものへのあ

こがれ

すばらしいもの、

素敵なもの

一方で恐ろしいも

の

きれいーきたない
きれいだからい

い？

「真善美」へのあ

こがれ

悪も美しい→悪徳の

栄え、薔薇族

悪徳と美徳が一体

となっている

モラルを超えるも

の

美とは快いもの、

快いと感じたもの

変化していくもの 本質は不変

化粧→目に見えるき

れいさ抽象的な美はない、

具体的なもの

乱雑にある自然に

感動する、自然に

咲く花の美しさに

ピュアなメロ

ディー

心に響く 普遍性は難しいか
雪の中“シーン“と

いう音が聞こえる、

静寂

他者からどう見ら

れるか、他者をど

う見るか

変化を愛しむ心、

朽ちてゆくもの→美
不易流行の中の美、

変化移ろう普遍性

なげき、醜いもの、

枯錆びて行くもの

に美を感ずる

真、善、美→快いも

の→人間に生まれ

持って備わってい

るもの

般若心経→眼耳鼻舌

身の五感による心

の作用→欲望

ベートーヴェンの

「エリーゼのため

に」を聴いてびっ

くりした

神を模したもの→絶

対的なものにあこ

がれる心

バッハの曲の美し

さ→旋律そのものと

宗教的な意味 ビートルズの新し

さ、普遍性

同じくボブ・ディ

ランなど

魂の美しさ→魂のめ

ざめ→魂？

美は主観的であい

まいなもの

美術の黄金比→古今

東西変わるものな

い美の基準

ギリシャ彫刻的な

美→神の似姿

中世の肖像画等対

象にそっくり描く→

写真のように

写真が出て来て従

来の美術への見方、

価値が劇的に変わ

る

従来の「客観」対

象を基準にしたも

のから内的な心の

表現としての美術、

芸術に変化

ゴッホ、セザンヌ、

ピカソ、ミロ、マ

チス、岡本太郎な

ど・・・

「黄金比」を壊し

て、心を直接表現

する方向へ変化

均整のとれている

という意味での美

しさ

自然ー人間の関係

の多様性

いままでとは違う→

バラバラなものな

のか、共有されて

いるか



商業主義→売れるか

売れないか

lookism→本人と周り

の目、自分が幸せ

になる

化粧する→美しくな

るため、気分が出

る

きれいになりたい、

承認されたい、認

められたい

美しい顔→見た目→

その時代の潮流、

理想像、区別がつ

かない
最近整形すること

が当たり前のよう 歌謡においても似

たような状況

消費される美

厚みのあるもの→魂

に響く→美しい
宗教的な美、生き

方

美は伝わるか 普遍的なものがあ

るか

排泄物も見方によ

り汚くない、死体

も同じ→自然に循環

するもの

自然は連続し循環

しているもの

言葉→概念（幻想）

により連続性を断

ち切っている
言葉以前の感情、

叫び、詩情の表現→

芸術

汚いもの→文化的に

作られたもの
主観的で変わって

いくもの

美しいという感情、

感動→もともと人間

に備わっている

主観と主観、それ

ぞれ見ているもの

が違うし、感動も

評価も違う

魂→一生懸命生きる

→美しい

「辞書の中で最も

美しい言葉は関

税」→トランプ氏

「ともだち」といううつく

しいことば→ともだちでな

いものにはしらんふりして

おこうよといういみにして

はならない→ともだちをわ

けへだてを正当化する道具

にしてはいけない（まどみ

ちをの詩より）

「美しい」という

言葉と感情には危

ういところがある→

作為的につくり出

されもすることに

注意する必要あり


